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様式第 1号 

会 議 録 

会 議 の 名 称 第１回所沢市教育振興基本計画審議会 

開 催 日 時 令和４年１１月１４日（月）午後１時３０分～３時３０分 

開 催 場 所 所沢市役所７階研修室 

出 席 者 の 氏 名 
中川 瞬、三原 由紀子、古山 智啓、新井 政明、柏﨑 年巳 

赤堀 侃司、及川 道之、吉川 誠、小倉 理恵 

欠 席 者 の 氏 名 松森 有美、井上 典之、吉川 英一 

 

説明者の職・氏名 

 

教育長 中島 秀行、教育総務部長 千葉 裕之、 

学校教育部長 江原 勝美、教育総務部次長 皆川 博幸、 

学校教育部次長 中田 利明、社会教育担当参事 吉田 謙治、 

教育センター担当参事 中村 啓、教育施設課長 遠山 秀仁、 

スポーツ振興課長 廣谷 貴紀、文化財保護課長 稲田 里織、 

生涯学習推進センター所長 酒井 忠夫、所沢図書館長 古田 晃一、 

保健給食課長 渡辺 純也、学校教育課主幹 伊東 真吾、 

学校教育課主幹 鈴木 恵、教育センター主幹 立花 真輝、 

教育総務課長 糟谷 苗美、教育総務課主査 大久保 卓司、 

教育総務課主任 山田 友香理、教育総務課主任 柳瀬 美紀 

 

議 題 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ 委嘱状の交付 

３ 教育長挨拶 

４ 委員自己紹介 

５ 会長・副会長選任 

６ 諮問 

７ 会議の運営について 

８ 議事 

（１）第２次所沢市教育振興基本計画の総括について報告 

（２）国の第４期教育振興基本計画策定に向けた諮問について概要説明 

（３）第３次所沢市教育振興基本計画の策定スケジュールについて説明 

９ 連絡事項 

１０ 閉会 

 

会 議 資 料 

 

 

・座席表 

・審議会委員名簿 

・教育委員会職員名簿 

・次第 

資料１：第２次所沢市教育振興基本計画の総括 

資料２：国の次期教育振興基本計画策定に向けた諮問（概要） 

資料３：国の次期教育振興基本計画の策定に向けた基本的な考え方（案）【概要】  

資料４：第３次所沢市教育振興基本計画の策定スケジュール 

（参考資料１）第２次所沢市教育振興基本計画の振り返りと今後の課題  

（参考資料２）所沢市教育振興基本計画審議会条例 

（参考資料３）教育基本法（抜粋） 

（参考資料４）第２次所沢市教育振興基本計画 

担 当 部 課 名 教育総務部 教育総務課 電話：04-2998-9232 
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様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

事務局 

教育長 

教育長 

各委員 

事務局 

 

 

教育長 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

１ 開会 

２ 委嘱状の交付 

３ 教育長挨拶 

４ 委員自己紹介 

５ 会長・副会長選任 

会長：赤堀 侃司 委員 

副会長：及川 道之 委員 

６ 諮問 

７ 会議の運営について 

≪決定事項≫  

委員一同了承により、以下の通り運営を行う。 

・会議は原則公開とする。ただし、会場の都合で傍聴者を制限す

る場合には、その都度委員に諮ることとする。 

・会議録は要旨を記録する要約方式により作成し、発言者の個人

名は出さず、「委員」とする。 

・議録は事務局で作成し、委員確認の上、会長の承認を得て確定

とする。 

８ 議事 

※傍聴者なし 

（１）第２次所沢市教育振興基本計画の総括について報告 

資料１に基づき、事務局より説明 

 

第２次計画について、２０・２１ページの施策体系図に基づいて、

取組の成果を総括いただいた。 

第２次計画の策定後、社会情勢等に大きな変化があった。 

第３次計画策定にあたり、第２次計画をベースに改善していくた

め、第２次計画の振り返りを行ったものである。 

資料の説明をお願いしたい。 

 

資料１（Ａ４縦）は、第２次計画の３つの基本方針ごとに、事業

の成果・課題を総括したものであり、抜粋して説明を行った。 

参考資料１（Ａ４横）は、各所属が事業の成果・課題を記載した

ものであり、詳しく知りたい場合の参考資料である。 

 

第２次計画５年間の総括か。 

 

第２次計画開始（令和元年度）から現在（令和４年度）までの総
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会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

括である。 

第３次計画は令和６年度からの計画であるが、第２次計画策定時

から社会情勢等は激しく変化しており、今後も変化が予想される。 

新たに取り入れた方がよい視点等を教えてもらいたい。 

 

第２次計画の振り返りや、今後の予測が難しいようであれば、今

現在の問題点や、計画の柱となる考え方について、意見・感想をお

願いしたい。 

 

 コロナ禍ということもあり、ＩＣＴ化が進んでいるが、こどもた

ちのコミュニケーションの場が非常に少なくなっている。 

 修学旅行がなくなったという話も聞く。２０２１年度の不登校児

童生徒が過去最多というニュースもある。 

ＩＣＴを活用して、こどもたちのコミュニケーションの幅が広がっ

ていくとよい。 

 

 １１月上旬、各地区で文化祭が行われており、開催できたことは

よかったが、コロナ禍の影響で参加団体が激減している。 

 コロナ禍で活動を自粛・解散している団体もあり、寂しく思う。

コロナ禍が、学習意欲や学習環境も壊していっていると感じる。 

 公民館が閉鎖されていないことは喜ばしく、活動につながってい

る。今後とも地域の学びの場を活かした活動が広くできるとよい。 

 

ＧＩＧＡスクール構想により、児童生徒１人に１台パソコンが整

備され、ＩＣＴ化は進んでいるが、人と人とのつながりが希薄にな

っていると感じる。 

コロナ禍で集まれない中で、ＰＴＡ活動ができない現状がある。 

コロナ禍をどこまでどう考えるか、コミュニケーションの在り

方、人とのつながりが一番の課題になってくると思う。 

 

 第２次計画２０ページの基本理念を見ると、三つの宝の三つ目

が、「ふるさと所沢を愛する心」である。三つの中で最も抽象的で

あると思う。どうように具体化していくか、気になった。 

 第２次計画を見ると、文化財の保存・活用・調査といった具体的

な施策の記載があるが、所沢の実際の現状では、達成できていない

点が多くあるように感じられる。 

 

 家の近くに小学校がある。最近２・３メートルのフェンスができ、

学校の様子が外から見えなくなった。学校の立場や保護者の意向も

あると思うが、学校と地域が交流していこうという中で、少し閉鎖

的に感じている。 
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委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

会長 

 

先ほどから話題になっているが、デジタル化が進んでおり今後も

さらに進んでいくものと思う。デジタル化を進めていく中では、文

字はできるだけ日本語を使い、わかりやすさも確保した方がよいと

考える。 

 

 情報教育の推進においては、今後も一層進めていく中で、教職員

がＩＣＴ機器を使いこなせるよう、民間の協力を得るとよいのでは

ないか。教職員の負担軽減にもつながると思う。 

 特別支援教育の推進では、インクルーシブ教育システムの充実が

図られていると思うが、多様性を理解することはいじめの解消にも

つながると思うので、今後も力を入れてもらいたい。 

 

ＩＣＴの活用については、まだまだ十分ではないと感じる。予算

は限られていると思うが、民間等、外部機関の力を借りて進めてい

かなければならない項目もあるのではないか。 

項目によっては、今まで通りではなく、根本から考え直す必要が

あると思う。 

 

 施策体系図（第２次計画２０・２１ページ）に基づいて、毎年度、

昨年度事業の点検評価が行われている。すべてに目を通し意見を述

べる、外部評価委員という仕事を数年行っている。 

点検評価には、評価という欄があり、昨年度事業の評価を所管課

が行っている。８０％以上がいい評価をしているという印象であ

る。いい評価というのは、次年度以降に生かされない。現状の不足

を明らかにすることが大切である。 

 総括にあたっては、現在不足していることを明らかにし、次に生

かすことを意識してもらいたい。 

 

 そのとおりで失敗こそ改善につながっていく。参考資料１という

のは、今の第２次計画の施策ごとに課題を洗い出したものというこ

とである。全部読むのは大変であるので、資料１を参照してもらい

たい。 

 

 コロナ禍で様々な行事が開催できなくなっており、保護者が学校

に行く機会も少なくなっている。ボランティア活動も学校で行いづ

らくなっている。地域としては、学校とのつながりを大切にしてい

きたいが、コロナ禍で遠慮をしている状況である。今後、どう折り

合いをつけていくかが課題である。 

 

 現実社会は課題が多くあるが、少しでも改善につなげていくた
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

め、課題を洗い出し、第３次計画では実行可能な段階にもっていき

たい。 

 

（２）国の第４期教育振興基本計画策定に向けた諮問について概要

説明 

資料２、３に基づき、事務局より説明 

 

（３）第３次所沢市教育振興基本計画の策定スケジュールについて

説明 

資料４に基づき、事務局より説明 

 

第２次計画の課題を洗い出し、反映した第３次計画（素素案）を 

事務局が作成、令和５年６月２７日の審議会で審議を行うというこ

とである。 

 

副会長の指摘のとおり、数値等で結果が出たのか出なかったのか

明確にすることが重要である。しかし、教育は数値で結果を示すこ

とが難しいこともあり、結果を明確に示せていない。結果が出たの

か出なかったのかはっきりしないので、委員のみなさんも腑に落ち

ないのではないか。 

委員のみなさんに質問や意見をもらい、返答する中で、結果が出

なかったので反省し新しく事業を変えていこう、といった検討がで

きる。そのためにも、委員のみなさんに意見をもらいたい。 

 

第２回審議会の前に、資料１を読んだ上で、意見をもらいたいと

ころである。数ページにまとめた抜粋版をつくり、委員のみなさん

に確認してもらい、意見をもらう場を改めて持った方がよいと思

う。 

本日は、現状や経験に基づいた意見をもらうことができた。 

学校と社会のつながりが弱いのではないか、デジタル化によるメ

リットデメリット、民間との協力の必要性など、貴重な意見であっ

た。 

 

 横長の参考資料を見ると、一番右側に「今後の課題」という項目

がある。（Ｒ６～１０年度に取り組むべきこと）と記載があるため、

現状の課題ではなく宿題である。左に「これまでの取組と成果」で

いいことが書かれているが、現状の課題の記載がない。現状の課題

あっての宿題である。今後の方針・施策を考えるには、現状の課題

の具体化、今不足している点の把握が必要である。 

 

 課題、課題の分析、その上で今後取り組むべきこと、があるべき
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会長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

事務局 
 

ところだが、整理されていなかった。今後ふまえて検討していく。 

 

資料を見ると、数値データで分析されているものもかなりある。

現状と課題を事務局でまとめ、事前に確認の上で第１回審議会の予

定であったが、みなさん確認できていないと思われる。資料１およ

び参考資料１を確認し、みなさんが思う所沢の教育の課題・不足し

ている点を教えてもらいたい。意見等あればお願いしたい。 

 

複数枚ある資料には、ページ数を入れてもらいたい。 

次第に資料１、資料２と使用する資料番号を入れてもらいたい。 

 

委員のみなさんの意見をふまえて素素案を作成し、令和５年６月

２７日の審議会で審議となる。その前に、資料１の抜粋版を示すの

で、確認してもらい、意見をもらいたい。 

 

教育というのは大変難しく、エビデンスのないものもある。こど

もたちが意欲的に頑張ったといった言葉にならない言葉も、データ

サイエンスでは立派なデータである。見えないデータをどうやって

見えるようにするか、それが本当の研究だというのが、今の考え方

である。データにならない部分も、非常に優れたエビデンスである。 

委員のみなさんが所沢の現状をどう捉えているかも、重要なエビ

デンスである。資料１（抜粋版）を確認してもらい、集まれる人で

集まり、委員のみなさんが考える所沢の教育の課題を、教えてもら

いたい。 

これから大変な時代を生きていく所沢のこどもたち・大人たちに

力強く前に進んでもらわないといけない、そのための教育の計画で

ある。所沢の現状やあるべき姿をふまえた計画ができるとありがた

い。本日の審議会では、所沢の現状やあるべき姿をふまえた意見も

らうことができ、大変有意義であった。 

 

９ 連絡事項 

１０ 閉会 

 
 

 


